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市
民
の
力
で
原
発
ゼ
ロ
政
府
を

脱
原
発
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会

大
島
堅
一
氏
（
龍
谷
大
学
教
授
）

法
律　

４
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

雇
用　

４
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

４
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

３
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

会
場　

東
洋
ビ
ル
４
階
会
議
室
（
堺
東
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

講
師　

 

尾
内
康
彦
氏
（
南
堺
病
院
顧
問
、
元
大
阪
府
保
険
医

協
会
事
務
局
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

な
に
わ
の
ト
ラ
ブ
ル
バ
ス
タ
ー
が
語
る
！
歯
科
医
院

の
患
者
ト
ラ
ブ
ル
対
策

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

60
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

抜
髄 Initial Treatm

ent 

を
成
功
す
る
た
め
の
鉄

則 大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

４
月
３
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
６
時
30
分

会
場　

河
内
長
野
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
多
目
的
室

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人

持
物　

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
０
年
４
月
版
』

社
保
講
習
会

南
河
内
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

４
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

三
辺
正
人
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学
口
腔
統
合
医
療
学

講
座
歯
周
病
学
分
野
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人

※
本
講
演
は
別
会
場
で
講
演
す
る
講
師
を
会
場
で
視
聴
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
講
演
会
で
す

歯
周
病
と
糖
尿
病
の
医
科
歯
科
連
携

４
月
度
生
涯
研
修

はじまりは大阪
にあり！ 井上 理津子

第13回　造幣局

日本初の近代貨幣製造
建設背景に大坂遷都論

義
務
付
け
る
日
本
初
の
職
場

と
も
な
っ
た
。

　

職
員
に
は
、
維
新
前
後
に

失
職
し
た
元
武
士
が
多
か
っ

た
よ
う
で
、
断
髪
に
は
抵
抗

感
を
示
し
た
。
写
真
を
と
ら

れ
る
際
、
ず
い
ぶ
ん
な
確
率

で
、
彼
ら
が
断
髪
を
隠
す
た

め
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
造
幣
局
に
は
、
そ

ん
な
こ
ん
な
を
示
す
資
料
を

展
示
す
る
博
物
館
も
あ
る
。

し
た
可
能
性
が
高
く
、

「
初
」
づ
く
し
だ
。

　

創
設
当
初
に
働
い
た
の

は
、
い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外

国
人
」
８
人
を
含
む
２
２
０

人
。
こ
れ
ま
た
日
本
初
の
近

代
的
服
務
規
程
が
定
め
ら

れ
、
日
曜
休
日
・
１
日
７
時

間
制
も
採
用
さ
れ
る
。
断

髪
、
廃
刀
、
洋
服
の
着
用
を

プ
レ
ス
す
る
製
造
方
法
だ
。

そ
れ
ら
の
工
程
に
必
要
な
硫

酸
、
ソ
ー
ダ
、
コ
ー
ク
ス
な

ど
化
学
製
品
を
は
じ
め
機
械

工
具
類
ま
で
、
前
例
の
な
い

も
の
ば
か
り
な
の
で
、
造
幣

寮
が
自
前
で
製
造
し
た
。
貨

幣
鋳
造
時
の
余
剰
発
生
ガ
ス

で
、
日
本
初
の
ガ
ス
灯
も
点

灯
。
電
力
も
こ
の
時
に
誕
生

き
場
跡
の
広
大
な
土
地
（
現

在
の
約
２
倍
）
が
あ
っ
た
の

が
、
好
都
合
だ
。
コ
ー
ク
ス

炉
や
圧
延
機
な
ど
機
材
一
式

が
香
港
か
ら
船
で
運
ば
れ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
設
計
・

監
督
し
た
。
当
初
、
造
ら
れ

た
の
は
、
金
、
銀
、
銅
の
貨

幣
。
大
雑
把
に
言
う
と
、
金

銀
銅
を
溶
解
し
、
伸
ば
し
、

状
態
だ
っ
た
香
港
造
幣
局
か

ら
造
幣
の
機
械
一
式
を
６
万

両
で
購
入
す
る
契
約
を
し

た
。
東
京
で
は
な
く
大
阪
が

選
ば
れ
た
の
に
は
、
４
つ
の

理
由
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
「
大
坂
遷
都
論
」。

そ
し
て
、
新
政
府
に
巨
額
を

援
助
し
た
大
坂
財
界
へ
の
お

礼
の
意
味
。
天
下
の
台
所
ゆ

え
に
経
済
が
活
況
だ
っ
た
た

め
。
さ
ら
に
、
維
新
直
後
の

江
戸
は
い
ざ
こ
ざ
が
絶
え
な

か
っ
た
た
め
だ
。

　

聞
き
な
れ
な
い
の
は
「
大

坂
遷
都
論
」
だ
ろ
う
。
幕
末

に
都
を
京
都
か
ら
移
そ
う
と

計
画
さ
れ
た
時
、
維
新
の
三

傑
の
一
人
、
大
久
保
利
通
が

実
は
「
大
坂
へ
」
を
画
策
。

１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
に

１
６
５
５
人
も
の
列
で
大
坂

行
幸
が
行
わ
れ
て
い
る
。
後

に
旧
幕
臣
・
前
島
密
の
「
江

戸
遷
都
論
」
に
負
け
た
わ
け

だ
が
、
大
坂
遷
都
を
想
定
し

て
造
幣
局
建
設
計
画
が
着
々

と
進
ん
で
い
た
の
だ
っ
た
。

　

大
川
（
旧
淀
川
）
沿
い

に
、
大
坂
城
の
補
修
資
材
置

　

大
阪
市
北
区
の
造
幣
局

は
、
１
８
７
１
（
明
治
４
）

年
に
「
造
幣
寮
」
の
名
で
竣

工
し
た
。
日
本
初
の
「
近
代

貨
幣
」
が
つ
く
ら
れ
た
の

が
、
こ
こ
だ
。

　

１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年

に
、
外
国
事
情
に
明
る
か
っ

た
五
代
友
厚
（
後
の
外
国
事

務
局
判
事
、
大
阪
商
工
会
議

所
会
頭
）
ら
が
、
当
時
閉
館

　

原
子
力
発
電
は
、
も
と
も

と
福
島
原
発
事
故
の
影
響
も

た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ

り
電
力
需
要
も
減
少
し
て
い

は
、
原
発
事
業
は
競
争
的
市

場
で
は
新
設
、
運
転
共
に
非

常
に
厳
し
い
と
評
価
さ
れ
、

延
命
策
が
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
日

本
で
は
世
界
的
な
脱
原
発
の

動
き
に
逆
行
し
、
原
発
の
運

転
延
長
な
ど
の
延
命
策
が
と

ら
れ
て
い
る
。

あ
り
え
な
い
計
画

あ
り
え
な
い
計
画

　

福
島
原
発
の
廃
炉
は
当
初

40
年
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

今
も
原
発
周
辺
に
は
ガ
レ
キ

が
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て

お
り
、
エ
ン
ド
ス
テ
ー
ト

（
サ
イ
ト
の
最
終
的
な
状

態
）
が
変
更
さ
れ
る
可
能
性

用
す
る
と
い
う
あ
り
え
な
い

計
画
を
立
て
、
試
験
栽
培
を

始
め
て
い
る
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
資

料
に
よ
る
と
、
原
発
は
分
散

立
地
し
て
い
る
た
め
大
規
模

災
害
時
に
役
立
つ
と
さ
れ
、

未
だ
に
原
子
力
神
話
が
ま
か

り
通
っ
て
い
る
。
市
民
の
運

　

「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大

阪
」
は
６
日
、
東
日
本
大
震

災
10
年
を
前
に
「
２
０
２
１

な
く
せ
原
発
！
大
阪
集
会
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
き
、
１

２
０
カ
所
の
団
体
・
個
人
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
つ
な
い
だ
。
大
島

堅
一
氏
の
記
念
講
演
の
後
、

福
島
原
発
訴
訟
原
告
団
の
中

島
孝
団
長
が
発
言
。「
裁
判

の
中
で
も
国
は
一
向
に
責
任

を
認
め
な
い
。
被
害
者
の
心

を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
国

に
、
無
責
任
さ
を
改
め
さ
せ

る
よ
う
声
を
あ
げ
た
い
」
と

訴
え
た
。

　

参
加
者
に
原
発
ゼ
ロ
基
本

法
案
の
制
定
へ
ア
ピ
ー
ル
の

賛
同
を
呼
び
掛
け
た
。

も
あ
る
。
大
量
の
放
射
性
廃

棄
物
の
処
理
に
は
莫
大
な
費

用
が
必
要
と
な
る
上
、
処
分

も
困
難
で
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
環
境
省
は
放
射
能
で
汚

染
さ
れ
た
土
壌
に
つ
い
て
、

〝
廃
棄
物
で
は
な
く
資
源
〞

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
考

え
を
表
明
。
農
地
に
再
生
利

動
が
な
け
れ
ば
延
命
策
が
と

ら
れ
続
け
、
莫
大
な
政
策
資

源
が
投
入
さ
れ
る
。

　

２
０
１
８
年
に
は
野
党
が

原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
を
提
出

し
た
が
、
審
議
入
り
さ
れ
て

い
な
い
。
与
党
の
中
に
賛
同

す
る
議
員
も
お
り
、
世
論
も

原
発
再
稼
働
に
50
〜
60
％
は

反
対
し
て
い
る
。
必
要
な
こ

と
は
、
原
発
ゼ
ロ
政
府
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
の

力
で
樹
立
し
、「
原
発
ゼ

ロ
」
を
実
現
し
よ
う
。

◆

　

「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
の
制

定
を
求
め
る
」
署
名
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ご
協
力
く

だ
さ
る
方
は
協
会
ま
で
（
℡

06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３

１
）。
署
名
用
紙
を
お
送
り

し
ま
す
。

に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
人
員

不
足
で
核
燃
料
生
産
や
新
規

建
設
が
行
え
な
く
な
り
、
ま

る
た
め
で
あ
る
。

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
の
報
告
書
で

あ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
で

世
界
的
に
衰
退

（
上
）
創
業
当
時
の
造
幣
局
。
イ
タ
リ
ア
人
技
術
者
の

マ
ン
チ
ニ
が
１
８
７
３
年
に
描
い
た
。

（
左
）
造
幣
局
構
内
に
あ
る
造
幣
博
物
館
。
１
９
１
１

年
に
火
力
発
電
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
構
内
に
残
る

唯
一
の
明
治
時
代
の
西
洋
風
建
物
。
造
幣
局
の
歴
史
や

貨
幣
の
変
遷
な
ど
を
学
べ
る
。
３
月
26
日
〜
４
月
28
日

ま
で
臨
時
休
館
。

井
上
理
津
子
（
い
の
う
え
り

つ
こ
）
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ラ
イ
タ
ー
。
著
書
に
、
こ
の

連
載
の
元
で
あ
る
『
新
版 

は
じ
ま
り
は
大
阪
に
あ

り
！
』
の
ほ
か
、『
大
阪
下

町
酒
場
列
伝
』、『
さ
い
ご
の

色
街 
飛
田
』、『
葬
送
の
仕

事
師 
た
ち
』、『
い
ま
ど
き

の
納
骨
堂
』
な
ど
が
あ
る
。

故
・
大
内
弘
（
淀
川
区
開

業
）
の
長
女
。

10年
大震災
東日本

　

協
会
が
団
体
加
盟
す
る
「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」
が

６
日
に
開
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
で
、
大
島
堅
一
氏
（
龍

谷
大
学
政
策
学
部
教
授
）
が
「
原
発
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
要
旨
を
紹
介
す
る
。

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
阿
倍
野
区
昭
和
町

１
‐
21
‐
25
／
地
下
鉄
御
堂

筋
線
「
昭
和
町
」
駅
前
【
設

備
】
チ
ェ
ア
３
台
（
１
台
故

障
）、
パ
ノ
ラ
マ
、
デ
ン
タ

ル
２
台
、
歯
科
機
材
つ
き

【
面
積
】
82
㎡
【
金
額
】
無

料
（
た
だ
し
家
賃
21
万
円
、

管
理
費
１
万
５
０
０
円
、
電

気
・
ガ
ス
は
別
）【
そ
の

他
】
現
在
診
療
す
る
患
者
を

引
き
継
い
で
頂
け
る
場
合
は

無
償
。
初
期
投
資
も
な
く
、

駅
前
交
差
点
角
と
立
地
良

し
。【
連
絡
先
】
森
田
歯
科

医
院
Ｔ
Ｅ
Ｌ
06
‐
６
６
２
８

‐
１
８
３
６
（
森
田
）


